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Administrative

し せい じょう ほう

問い合わせ先／産業課  ☎88･2652

Administrative

し せい じょう ほう
■問い合わせ先／防災安全課  ☎88・2600

み ち え き め い しょう き

窓、雨戸、扉、小屋、屋根、塀、カーポートなどの点検、補修をする。
側溝や雨水ますのごみを取り除いておく。
飲料水、救急用品、懐中電灯、携帯ラジオ、非常持ち出し品などを確認する。
避難場所や、お互いの連絡方法、連絡先を話し合う。

テレビやラジオで台風情報を把握する。
屋内で浸水の恐れがあるところでは、家財道具などを高い場所へ移動する。
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雨戸は閉め、雨戸がな
ければ、外側から板で
ふさぐ。

台風が
近づいたら

歩ける水の深さは膝まで。水の深さが腰まであるときは、避難せずに、高いところで
救援を待つ。
行動しやすい服装にし、できればヘルメットやカッパを着用する。
長靴は中に水が入って歩きにくくなるので、紐でしめられる運動靴がよい。
風雨が強くなる前の避難を心がけ、子どもやお年寄りは、早めに避難させる。
病人や歩行困難な人は背負うなど、隣近所で助け合う。
火の始末は確実にし、電源やガスは元から遮断し、戸締りをする。
避難する時は、流水であふれている側溝や切れた電線などに注意する。
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避難する
ときは

　品野町1丁目の品野陶磁器センター隣接地に来年3月オープンする道の駅の名称が決まりました。

　「道の駅」は、24時間使用できるトイレ、情報
提供施設、瀬戸の地場農産品を中心に展示販
売などを行う地域振興施設を備えた施設です。
開業まであと8か月余りとなりました。今後も
定期的に道の駅の開業情報を広報せと、市
ホームページなどでご案内していきます。

　梅雨時の大雨、突然の集中豪雨、暴風雨が吹き荒れる台風など、こうし
た悪天候が襲いかかると、土砂災害や洪水など、人命を含めて深刻な被
害を引き起こします。
　家族の安全と財産を守るために、油断せず備えをしっかりと行い、被害
が最小限になるように十分な対策を立てておきましょう。

「道の駅」の名称が決まりました

の う ぎょう じゅく き せ い ぼ しゅう

「家庭菜園では少し物足りない」、「本格的に農業を始め
てみたい」という方を対象に瀬戸農業塾を開講します。
皆さんのご応募をお待ちしています。

農業塾1期生募集

道の駅
瀬戸しなの名称

ふ う す い が い そ な だ い じょう ぶ

鉢植えや物干し竿など、
屋内に入れておくか固
定する。

アルミサッシの窓枠で
も隙間から水が入るこ
とがあるので注意する。

8月～9月（全6回）
●講義  2回程度（平日夜間に開催予定）
●実習  4回程度（土・日曜に開催予定）　

はがき・FAX・Eメールで①住所②氏名③年齢④
性別⑤コース名を記入し、お申し込みください。 ●送付先　〒489-8701（住所不要）瀬戸市産業課

●F A X　82・2931
● Eメール　sangyo@city.seto. lg.jp　

幡山地区

農薬・土壌に関する基礎知識や「道の駅 瀬戸しな
の」などに出品するための講義と実習をします。

市内在住・在勤で卒塾するまで継続受講が可能
な世帯の方

申込・問い合わせ先／産業課 ☎88･2654

野菜づくりコースA

事 前 の 対 策

受講期間

実習場所

内 　 容

卒塾後は市内の農地を斡旋します。利用期間は5
年間（更新可能）で年間利用料が必要です。

そ の 他

資　　格

1人500円受 講 料 20世帯（申込多数の場合は抽選）定員

8月～平成23年1月（全20回）
●講義  6回程度　●実習  14回程度

幡山地区

農作物の栽培技術・土づくり・病害虫防除技術など
に関する基礎知識や技術を習得するための講義と
実習をします。

農業に関する基礎知識と技術を習得したい方で、
平日昼間に受講が可能な方

担い手コースB
受講期間

実習場所

内 　 容

卒塾後は市内の農地を斡旋します。利用期間は5
年間（更新可能）で年間利用料が必要です。

そ の 他

資　　格

5，000円受 講 料 25人（申込多数の場合は抽選）定員

申込方法

7月1日（木）～20日（火）申込期間

A・Bと
も


